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農業協同組合、農業者、生産組合など　　 次の事業種目により、予算の範囲内で交付

　産業経済部農産園芸畜産課（農産園芸振興係）　☎ 0220（34）2713

　

入
場
は
無
料
で
す
の
で
、
市

民
皆
さ
ん
の
ご
来
場
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。田

ん
ぼ
の
生
物
多

様
性
に
つ
い
て
考
え
る

８
月
24
日
（
土
）
午

後
１
時
30
分
〜
午
後
６
時
10
分

南
方
農
村
環
境
改
善

セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ル

市
、
市
環
境
市
民
会

議
、Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ラ
ム
サ
ー
ル
・

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
日
本

＝
午
後

１
時
45
分
〜
▼
仮
題
「
ミ
ツ
バ

チ
や
赤
ト
ン
ボ
が
こ
つ
然
と
消

え
た
」
＝
水
野
玲
子
氏
（
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
・
環
境

ホ
ル
モ
ン
対
策
国
民
会
議
理

事
）
▼
仮
題
「
田
ん
ぼ
の
生
き

物
を
豊
か
に
す
る
稲
作
技
術
」

＝
稲
葉
光
國
氏
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

民
間
稲
作
研
究
所
代
表
）

＝
午
後
３
時
35
分
〜
▼
田
ん
ぼ

の
生
物
多
様
性
向
上
10
年
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
に
つ
い
て
▼
登
録
団

体
な
ど
か
ら
の
活
動
内
容
の
発

表
▼
参
加
者
と
の
意
見
交
換　

市
民
生
活
部

環
境
課
（
環
境
政
策
係
）
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　国では、地球温暖化防止や生物多様性保全などの環境保
全効果の高い営農活動に取り組む農業者に対して支援対策
を行っています。
　下記の要件に該当する人が対象となります。

　国の事業推進により、申請受付期間が平成 25 年８月 30

日（金）まで延長されました。
　希望する人は、登米市産業経済部農村整備課（計画係）
または各総合支所市民課（地域係）へ申し込みしてください。
　様式などについては市ホームページをご参照ください。

　産業経済部農村整備課　☎ 0220（34）2709

　市では、環境保全型農業の推進を図るため、必要な条件
整備事業を実施しています。
　このたび、事業メニューを拡充し、色彩選別機の購入費
（本体機械に限る）への補助を追加しましたので、希望さ
れる人はお申し込みください。

❶環境保全米等品質向上事業❷有機農業推進
　設備等補助事業については事業実施計画書、農業生産組
　織および農業法人にあっては規約または定款、見積書（2
　社）、カタログ類❸水田農業生物多様性確保対策事業に
　ついては事業実施計画書、収支予算書

　

県
内
で
振
り
込
め
詐
欺
被
害
が

増
加
し
て
い
ま
す
。
市
内
で
も
、

被
害
が
発
生
し
、
予
兆
と
思
わ
れ

る
不
審
電
話
も
多
発
し
て
い
ま

す
。

　

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
７
月

９
日
に
関
係
者
が
集
ま
っ
て
「
振

り
込
め
詐
欺
等
多
発
に
伴
う
登
米

市
緊
急
対
策
会
議
」
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

▼
息
子
の
実
名
を
名
乗
り
、
現
金

を
振
り
込
ま
せ
る
詐
欺
が
発
生
▼

警
察
官
や
役
所
関
係
者
な
ど
を
名

乗
り
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
を
だ

ま
し
取
る
詐
欺
が
発
生
▼
使
っ
て

い
な
い
、
登
録
し
て
い
な
い
サ
イ

ト
登
録
料
や
延
滞
金
名
目
の
請
求

で
だ
ま
し
取
ら
れ
る
被
害
が
続
出

▼
社
債
購
入
や
未
公
開
株
購
入
名

目
で
お
金
を
だ
ま
し
取
ら
れ
る
被

害
が
続
出
▼
融
資
を
餌
に
申
込
者

か
ら
お
金
を
だ
ま
し
取
る
融
資
保

証
金
詐
欺
が
発
生
▼
仙
台
市
内
や

そ
の
周
辺
地
域
で
、
警
察
官
や
役

所
関
係
者
な
ど
を
か
た
っ
て
Ａ
Ｔ

Ｍ
に
誘
導
す
る
不
審
電
話
が
多
発

▼
複
数
の
者
が
登
場
し
、
さ
も
本

当
の
話
で
あ
る
か
の
よ
う
に
装
い
、

現
金
を
他
人
に
手
渡
し
す
る
劇
場

型
の
不
審
電
話
や
詐
欺
が
多
発

　

突
然
、
電
話
で
お
金
の
話
を
さ

れ
た
と
き
は
、
必
ず
、
家
族
や
親

し
い
人
、
ま
た
は
警
察
に
相
談
し

て
被
害
を
未
然
に
防
止
し
ま
し
ょ

う
。

佐
沼
警
察
署

☎
０
２
２
０（
２
２
）２
１
２
１

登
米
警
察
署

☎
０
２
２
０（
５
２
）２
１
２
１

　

ア
メ
リ
カ
シ
ロ
ヒ
ト
リ
は
、
サ

ク
ラ
や
ク
ル
ミ
、
ク
ワ
な
ど
の
樹

木
の
葉
を
食
害
す
る
害
虫
で
す
。

市
内
で
は
一
昨
年
と
昨
年
に
大
量

発
生
し
、
樹
木
の
食
害
の
ほ
か
、

家
に
ま
で
侵
入
す
る
な
ど
の
大
き

な
被
害
を
受
け
て
い
ま
す
。

　

今
年
も
、
６
月
中
旬
か
ら
７
月

中
旬
（
１
回
目
）
に
か
け
て
発
生

し
被
害
が
多
く
見
受
け
ら
れ
て
い

る
状
況
に
あ
り
ま
す
の
で
、
２
回

目
の
８
月
中
旬
か
ら
９
月
中
旬
に

も
大
量
発
生
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

　

樹
木
を
所
有
す
る
皆
さ
ん
は
、

日
常
の
点
検
を
行
っ
て
い
た
だ

き
、
食
害
が
発
生
し
た
場
合
は
責

任
を
も
っ
て
駆
除
し
、
被
害
を
拡

大
さ
せ
な
い
よ
う
お
願
い
し
ま

す
。　

年
２
回
（
６
月
中

旬
〜
７
月
中
旬
、
８
月
中
旬
〜
９

月
中
旬
）

サ
ク
ラ
、
ウ

メ
、
ク
ル
ミ
、
ク
ワ
、
ハ
ナ
ミ
ズ

キ
、
プ
ラ
タ
ナ
ス
な
ど
の
落
葉
樹

に
好
ん
で
産
卵
し
ま
す
。
ア
メ
リ

カ
シ
ロ
ヒ
ト
リ
の
幼
虫
は
、
吐
い

た
糸
で
作
っ
た
巣
網
に
約
１
週
間

集
ま
っ
て
い
ま
す
。
巣
の
中
の
幼

虫
は
、
葉
を
食
べ
て
食
害
す
る
た

め
、
葉
が
茶
色
に
変
色
し
て
見
え

ま
す
。
こ
の
時
期
に
枝
葉
ご
と
切

り
取
り
処
分
し
て
く
だ
さ
い
。

❶

（
基
本
駆
除
）
巣
を
見
つ
け

た
場
合
は
、
巣
網
を
高
枝
切
り
ば

さ
み
な
ど
枝
葉
ご
と
切
り
取
り
、

踏
み
つ
ぶ
す
。
ま
た
、
切
り
取
っ

た
枝
を
「
燃
え
る
ご
み
指
定
袋
」

に
入
れ
て
、
指
定
日
に
出
し
て
い

た
だ
き
、
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
で

焼
却
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
❷

　
「
枝
葉
の
切
り
取
り
」

に
よ
る
早
期
駆
除
を
基
本
と
し
ま

す
が
、
幼
虫
が
拡
散
し
て
し
ま
っ

た
場
合
な
ど
は
、
必
要
最
小
限
の

殺
虫
剤
の
散
布
で
駆
除
し
ま
す
。

◉
　

市
で
は
、
行
政
区
や
公
衆
衛
生

組
合
な
ど
で
地
域
共
同
駆
除
を
行

う
場
合
、無
料
で
駆
除
用
機
械（
高

枝
切
り
ば
さ
み
や
動
力
噴
霧
器
な

ど
）
を
貸
し
出
し
て
い
ま
す
。

　

駆
除
用
機
械
な
ど
は
、
各
総
合

支
所
に
備
え
付
け
て
い
ま
す
の

で
、
各
総
合
支
所
市
民
課
へ
申
請

し
て
く
だ
さ
い
。

市
民
生
活
部

環
境
課
（
生
活
環
境
係
）　
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